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学会誌の無料廃止時期に関する希望調査結果のご報告 

                           

一般社団法人日本看護学教育学会 理事長  大島 弓子 

                                           編集委員長  小山田恭子 

 

学会誌の冊子体の無料配布の廃止に関する会員意向調査へのご協力ありがとうございました。

結果がまとまりましたのでご報告申し上げます。 

理事会ではこの結果を踏まえ、学会誌の冊子体配布の終了時期やいただいたご意見への対

応について検討してまいります。 

 

1．調査期間 

 2021年 12月～2022年 1月 

 

2．調査対象者 

 調査時点の正会員 4,724名 

１ 配信数 
 

 4,665(100%)   

（内訳） メール配信 3,792(81.3%)  

 

郵送 873(18.7%) 
（内訳メールアドレス不明者 344名+メール未達者

502名－発送先住所不明者 86名） 

 

3．回答数 

  532件(回収率 11.4%) 

   (内訳) WEB 352件(66.2%)  書面 180件(33.8%) 

 

４．設問への回答 

問１ 紙媒体の学会誌の無料配布中止の時期はいつが適切と考えますか。 

2023年 3月 395 （74.2%） 

2024年 3月 108 （20.3%） 

その他 29 （5.1%） 

  

その他の意見 

オンライン化と同時またはできるだけ早く 36 

2026年 1 

紙媒体で少しでも長い間継続していただきたい 2 

配布中止前提でのお話ですが、廃止に関して会員への説明と同意が必要だと思います。今回説明され

ていますので、まず会員の意見を聞く必要があるのではないでしょうか？ 

1 

学会の準備が整ったタイミングで良いです 1 

配布できるなら続けてほしい。どうしても止めるなら 2024 年 3月です。 1 
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問 2 紙媒体の無料配布が終了したのち、有料での配布を希望しますか。費用は年 3回の発行

で 2,500円程度（税、送料別）となる見込みです。 

いいえ 439 82.5% 

はい 57 10.7% 

わからない 36 6.8% 

  

問 3 学会誌のオンラインジャーナル化に関して質問等がございましたらご記入ください。 

内訳 回答数 

オンライン化に賛成意見 26 

オンライン化に伴う費用改変に関する要望 9 

オンライン化に伴う要望 13 

合計数 48 

 

内訳 回答数 

オンライン化に賛成 26 

ICT 等の現状を踏まえ、オンライン化に基本的に賛成する 8 

早急のオンライン化を希望する 6 

他学会も同様なのでオンライン化に同意する 5 

保管場所の心配がないから良い 3 

広く公開できるから良い 2 

どこからでもアクセスが可能だから良い 1 

バックナンバーが見られるから良い 1 

オンライン化に伴う会費の変更について知りたい 9 

オンライン化による学会費減額の有無とその詳細を知りたい 8 

オンライン化に伴う臨時集金の有無を知りたい 1 

オンライン化に伴う要望 13 

インターネット環境がない人へのサポートをして欲しい 3 

学会誌発行の回数(年 1 回でよい)等の要望・提案 3 

会費を払う会員の特権を明確化してほしい 2 

オンライン更新時にお知らせが欲しい 2 

別冊の取り扱いについて知りたい 1 

脱会後のオンライン閲覧可否について知りたい 1 

オンライン化に伴う内容の詳細は会員の意見を反映させてほしい 1 
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5. 寄せられたご質問への回答 

 

 １）経費削減による会費の減額はあるのか 

  論文の公表回数を年 3 回から 6 回に増やします。この作業に予算を増額し、論文公表の迅速

化を図ることで会員サービス向上に努めます。 

また、冊子体の配布に変わる会員サービスの充実について検討を行っております。 

 

 ２）会費を払っている会員のメリットは何か 

  学会誌に関しては、論文投稿は会員のみの権利です。また、冊子体を購入する際は、非会員

よりも低額での購入が可能となるよう検討しております。さらに、会員の皆様には JSTAGE での年

6回の論文公表の際には、メールで論文名とともに公表されたことを通知いたします。 

学会誌以外にも、学術集会や研修会への参加費用は非会員よりも低額となります。また、研究

助成への申請、研究の実施において必要時当学会の倫理審査を受けること、会員限定の研修会

への参加や学術集会での発表も会員のみが有する権利です。 

 

３）学会脱会後の学会誌の閲覧について 

JSTAGE に搭載後はだれでも論文が閲覧できますので、非会員となっても論文を検索、閲覧す

ることはできます。 

 

４）別刷りについて 

別刷りはこれまで同様、希望者には有料で対応いたします。 

 

５）インターネット環境がない会員への支援 

JSTAGE での論文閲覧は、スマートホンからでも可能です。公共の Wi-Fi や、外部者も利用可

能な大学等の図書館を活用することで、閲覧は可能と考えます。閲覧に関しお困りのことがあれ

ば、編集委員会までご連絡ください。解決策を検討させていただきます。 

 

                                                 

 


